






































































































































































具はCareBehavior Assessment Scale (CBA)、









(表1) 欧米文献において分析対象とした研究概要 その 1(因子探索型研究)
研究者名 研究目的 研究方法
















L. Trojan. .本ーム打看護婦と在宅 17人のトムケア看護婦と、 6人の|意味げ看護婦と在宅老人のケ79ンタ・関係の発展過程
o. Yonge. 老人患者の信頼関係 160歳以上の患者を対象に、 |①ini tial trusting:一般的な信頼、受け入れ、
(1993) 1の発展過程の探索 |半構造化面接rラウンテ・7ト・材 | 尊敬、技術への信頼
R.B.Hy皿an.， 
iY. Bulkin. • 




















(表1) 欧米文献において分析対象とした研究概要 その 1(因子探索型研究)
研究者名 研究目的 研究方法 結論



















B. L. Paterson 



















S.Herberts.， 1 'JY~ンrX'h7、看護ト 120人のトrーと 49人の7.?，7を































































(表1) 欧米文献において分析対象とした研究概要 その 1(因子探索型研究)
研究者名 研究目的 研究方法




T. P. Ne1ms. ， 
J.M. Jones. ， 







































?'7ウンテ 7ドセオト | ②ナースのケ79ング
C. A. Chesla. 一般的な州テイカル看護 1130人の看護婦を対象に、小
(1996) 1の中で、家族に行わ 1?' 1r-7'によるインn';1.-(3回)
れている看護実践の|現象学的解釈学的77'ローチ
探索




H. A. Mi lne.， I資源としての看護の 13人の患者、 6人の看護婦、
C.し |意味の探索および構 12人の管理者を対象に、現象
McWilliam. 造化 |学的77' ロ-1'による T'-~収集
(1996) I および分析
L. Coulon. ， 
M. Mok. ， 









































① time1essness and spacelessness 




の構造の探索 I (Collai ziの方法多様なアプローチを生み出す、否定的影響、
肯定的影響
-31-
(表1) 欧米文献において分析対象とした研究概要 その 2(関係探索型研究)
研究者名 研究目的 研究方法 結 論





















K. N. Huggins. I①ト91-γレヘVはケ19ン|救急病棟を退院して30日以内|救急病棟にくる患者はトリアージレベルと患者の
W. M. Gandy.， 1 r行動のクラスを評|の息者288人(エマー γェント81人|主観的な症状の評価は関係、がない。すべての119:t
C. D. kohut.価しているか 11サ・dト99人、/げサー ェント108I?'行動においてlントγェント息者の方が高い期待を
(1993) I②患者の個人的な関|人持っている.
心はトリ7-γレヘVと関|電話面接調査 |救急病棟において、 J:t1->;'"ント愈者の方が数が多
連しているか I CBAスクー ルの電話用モヂィ77イ使用|いが、これらの忠者は集中げを必要としないため
③臨床的に重要な行|記述統計 |救急病棟ではそのニードには答えられない.








R. Ga11op. 自のモラルの関係の|医学生25人Mを対象に、 |・看護学部と医学部の聞には違いがあったが、そ
(1994) I探索 |測定用具 | れは学部の違いではなく性別の違い。
recall task， I . 119ングのモラルは看護独自のものではない。





















C.P.Latha皿. 看護婦のm:t?"やサ 120人の成人急性期疾患忠者 120人の患者のほとんどがmンrは有益であった
(1996) ポートに対する息者の 心理的危機にある愚者を対象 と示唆.若い患者ほど肯定的評価。
認識と、患者のり7:r. に調査.測定尺度は、 セル7エステー ムの低い患者、 要求の強い忠者、痛みの
見ティーム、 欲求コントロール タラン?ヘルスオt・ニオンザーへ.イ (KHOS) 強い患者は看護婦との出会いに、脅威や苦悩を認
など人格特性との関 SES 知.tn.エスティー ムの高い患者はmンr経験のあとに








P. R. Si四 ons. 受けてきた母性的打 アメリカ合衆国の4年生の女 母性的、父性的げのレヘVとケ19ング能力との直線的
S. Cavanaugh. と父性的打、看護学 子看護学部生?ン9・ムに350人を 相関はない。
(1996) 部の教育とク19ンr能 対象に質問紙調査 しかし、より高い打リンク.能力を持つ人は、母性的
カの関係の探索 測定用具 '11レヘ""tJ~最も高いか、最も低いレベルの人たちで
Caring Ability Inventory. あった (2次関数). 
Parental Bonding '119:t?" Iこ関する学部の風潮はmンr能カと高く相




研究者名 研究目的 研究方法 結 論
M. H. Oermann. • 障害者へのげリンr教 看護学生 (67人:ケア情報、 t-1のATDPに有意差なし.t-2においてケア情報グ
C.L.Lindgren 育プログラムは、学 166人:障害者の模擬体験、 ルー7'が有意に得点上昇(態度が肯定的に)。














































探求のレベル 研究目的の 研究目的の性質 研究目的
研究課題9イ7' 分類













































探求のレベル げリングの学習・ 学生の態度にげリング教育 障害者へのげリング教育アログヲAは学生の障害者への態度に



















































































































































著者 年 研究課題の州7'研究目的の種類 研究方法 結論
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